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副題

■１.安全・安心 ■５.公共工事の品質確保・向上 1

□２.環境 □６.景観 3

■３.情報化 □７.伝統・歴史・文化 4

■４.コスト縮減・生産性の向上 □８.リサイクル 番号： 5

■1.省人化 □5.耐久性向上 □9.地球環境への影響抑制 1 7
開発目標 ■2.省力化 ■6.安全性向上 □10.省資源・省エネルギー 2
（選択） ■3.経済性向上 ■7.作業環境の向上 □11.品質の向上 3

□4.施工精度向上 □8.周辺環境への影響抑制 □12.リサイクル性向上 番号： 6

従来技術名：

1.経済性 ■1.向上（　％）　□2.同程度　□3.低下（　％） 番号： 1
2.工程 □1.短縮（　％）　■2.同程度　□3.増加（　％） 番号： 2

番号： 2
4.安全性 番号： 1
5.施工性 番号： 1
6.環境

3.品質・出来型 □1.向上　■2.同程度　□3.低下

■1.向上　□2.同程度　□3.低下

■1.向上　□2.同程度　□3.低下

■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
7.その他 □1.　（定義済みの値なし） 番号：

開発体制 番号：

開発会社 株式会社イクシス販売会社 株式会社イクシス 協会名

会社名： 住所：神奈川県川崎市幸区新川崎7-7

技術 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

会社名： 住所：神奈川県川崎市幸区新川崎7-7

営業 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

（概要）

①何について何をする技術なのか？
・建設工事の段階確認・材料確認・立合検査において、現場の映像と音声を双方向通信で
共有することによって、監督員等が遠隔で現場従事者と現場の状況を確認することが出来
る技術

②従来はどのような技術で対応していたのか？
・監督員の臨場検査確認

③公共工事のどこに適用できるのか？
・建設工事の段階確認・材料確認・立合検査等の臨場が必要な場面

かわさき産業支援センターAIRBIC

技術部門AI&データサービス 044-589-1501

石塚　高秋

株式会社イクシス
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2020年

□1.工法　□2.機械　□3.材料　□4.製品　■5.その他

問合せ先

株式会社イクシス かわさき産業支援センターAIRBIC

技術部門プロダクトチーム
044-589-1500

阿部 翔太朗

044-589-1501

044-589-1500

ishizuka@ixs.co.jp

abe_s@ixs.co.jp

変更受付年月日

インターネットを介して遠隔地に臨場しなくてもリアルタ
イムに映像と音声で確認できる情報共有のシステム

開発年

キーワード

国土交通省へ
の登録状況

申請地方整備局名 登録年月日

10%

登録番号

区分

新技術概要説明資料（１／５）

名称 遠隔臨場システム「GENBA-Remote」
収受受付年月日 令和2年12月22日

番号：
5

3-13-1.その他／その他

評価（事前・事後）

分類

■1.単独 □2(1)共同研究(民民) □2(2)共同研究(民官) □2(3)共同研究(民学)

活用の効果

監督員等の検査等の臨場確認



遠隔臨場システム「GENBA-Remote」 登録No. 1716

（特　徴）

（施工方法）

（施工単価等） 2

その他（カタログなど）

積算資料等

施工管理基準資料等

（短　所）
携帯通信及びWiFi環境が整わない場所では使用が難しい。

（長　所）
本技術は、建設工事の段階確認・材料確認・立合検査において、現場の映像と音声を双方
向通信で共有する技術で、従来は臨場検査確認で対応していた。本技術の活用により現場
状況を遠隔で把握することが可能となり、現場の工程の短縮、また作業品質や安全性の向
上が図れる。
①どこに新規性があるのか?(従来技術と比較して何を改善したのか?)
・建設工事の段階確認・材料確認・立合検査等において、従来は必ず監督員等が臨場して
いたが、現場の映像と音声を双方向通信で共有する技術によって、臨場せずに遠隔で確
認・検査することが出来る。

②期待される効果は?(新技術活用のメリットは?)
・現場状況を遠隔で把握することにより、現場の工程の短縮が図れるとともに作業品質や
安全性が向上する。

掲載刊行物
建設物価（　有　・　無　）　掲載品目（ ）

静岡県建設資材等価格表より労務単価を参考にして積み上げ

建設現場の遠隔臨場に関する試行要領　R2年3月
令和２年度における遠隔臨場の試行について　R2年5月

A-2

１、監督員、現場双方で、申し合わせた時間前に機材の電源をONにする。
２、現場にて、検査準備が済んだら現場側から監督員側を呼び出す。
３、必要に応じて、監督員側で録画等を記録する。
４、検査等が済んだら、退出ボタンを押し終了する。

□1(1).歩掛りあり（標準）　□1(2).歩掛りあり（暫定）　□2.歩掛りなし

静岡県建設資材等価格表より労務単価を参考にして積み上げ

積算資料（　有　・　無　）　掲載品目（ ）
（ ）

新技術概要説明資料（２／５）
新技術名称



登録No. 1720

（適用条件）

（設計上の留意点）

（施工上・使用上の留意点）

（残された課題と今後の開発計画）

（実験等作業状況）

（添付資料）
実験資料等

その他

特　許 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　□4:無し 番号

特許番号

実用新案 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　□4:無し 番号

新案番号

建設技術評価制度番号 民間開発建設技術の審査証明番号

証明年月日 証明年月日

評価・証明
制度等の名称 証明機関

制度等の名称 制度等の名称

制度名、番号 制度名、番号

その他の
制度等に 証明年月日 証明年月日

よる証明
証明機関 証明機関

証明範囲 証明範囲

今後5G対応が必要となる。

現場環境によって、防水・防塵の機材を準備する必要がある。

（適用できる条件）
①自然条件
・現場環境によって、防水・防塵の機材を準備する必要がある。

②現場条件
・屋外、屋内、トンネル等の閉所内を問わず、携帯電話キャリア(docomo等)の4G回線(LTE)、また
は3G回線(HSPA等)繋がるサービスエリア内。

③技術提供可能地域
・日本全国適用可能

④適用可能な範囲
・屋外、屋内、トンネル等の閉所内を問わず、携帯電話キャリア(docomo等)の4G回線(LTE)、また
は3G回線(HSPA等)繋がるサービスエリア内。

⑤特に効果の高い適用範囲
・現場と監督員の間で材料確認や段階確認、立会検査等を行う場合
・現場と事務所で工事進捗状況等の情報交換をする場合
・災害時、緊急時の現地状況の情報共有が必要となった場合

特になし

新技術概要説明資料（３／５）
新技術名称 遠隔臨場システム「GENBA-Remote」

A-3

（適用できない条件）
適用できない範囲
・屋外、屋内、トンネル等の閉所内を問わず、携帯電話キャリア(docomo等)の4G回線(LTE)、また
は3G回線(HSPA等)繋がるサービスエリア外。
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登録No. 1716

実績件数 公共機関： 5 民間：

発　注　者 施工時期
国土交通省東北地方整
備局/仙台河川国道事
務所

2020年12月

国土交通省東北地方整
備局/三陸国道事務所

2020年11月

山形市役所 2020年10月

福島県南会津建設事務
所

2020年10月

山梨県 2020年9月 新環状道路建設事務所様はじめ山
梨県庁での採用の為、複数工事
で使用頂いております。

歌津港地区護岸工工事

久慈管内道路改良工事

橋梁長寿命化修繕事業市道山形停
車場医学部線元木大橋塗装補修工
事(R2)

２０－41360-0037号道路橋りょう整備
(再度)工事(橋梁上部)

施
工
実
績

新技術概要説明資料（４／５）
新技術名称 遠隔臨場システム「GENBA-Remote」

工　事　名

4

CORINS登録No.
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イメージ② オートレベル用アタッチメント

国交省の指針に準拠 内容　機器一式

イメージ① 特徴

新技術概要説明資料（５／５）
新技術名称 遠隔臨場システム「GENBA-Remote」

A-5




